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＜連絡事項＞
・6/28（日）当直医が田名部Ｄｒ→今川Ｄｒへ変更となります。

・セラニン錠→ブロマゼパム錠へ名称変更していますので、周知して下さい。
・気温上昇に伴い、毎週水曜日に行われるエアロビクス内で水分補給の時間を設けます。参加される患者様はコップ持参で体育館へ移動する様、誘導前に声掛けをして下さい。

　プログラムにつくスタッフは水、または麦茶の準備をお願いします。
また、栄養チームと相談し、近日中に病棟内でも麦茶と氷を提供していく予定です。（麦　
茶は11：00、16：00、氷は15：00に提供）
・気温が高い日は昼頃に患者様へ告知し、シャワー浴を実施して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・山下　幸子様～14：00、ＧＨ「ほのぼの」宿泊体験へ行かれています。6/19（金）14：00帰院予定です。
・中村　豊様～ピコスルファートＮａ内用液２本処方となっています。
・内田　都影様～明日より臨時薬が同内容にて14日分処方となっています。
・坂本　福子様～6/29(月）9：30～15：00、青山荘の日中体験利用予定となっています。
　　　　　　　　

・巴　勇樹様～青山荘より入所可能との連絡あり、7/1（水）退院・入所予定としています。（ケア会議6/24　14：00～1階内科診察室）母様へ上記連絡し、現在父様が危篤状態であり、20日までもたないと言われているとの事。病院に電話頂ければ、こちらで出来る事は協力すると伝えています。
・森　ヒデ様～自歯、義歯無い為、副食をキザミへ変更したいとの希望聞かれています。本日主治医不在の為、明日、栄養士へ連絡する事としています。
＜要注目患者様＞

・滝田　英人様～昨日は幻聴、独語活発に見られていましたが、本日はそれらに左右された行動はなく、日課の遅れもなく経過しています。作業療法ではテーブルに伏せている事ありますが、声掛けで起き、取り組む事出来ています。
・中村　豊様～作業療法から戻ってくる際に、巴様や原様に対して頭や顔をなでる・肩を組む等の過剰な接触があり本人へ注意しています。病棟へ戻ってからも４階廊下にて小笠原　文人様と掴み合いになっている事があり介入。「頭触ったって言われたけど、俺何もやってない。そっちが急にかかってきた。」と訴えています。敵意を向けられる事もある為、他者と適度な距離をとって過ごして頂きたい事を説明すると「わかりました」と返答しています。以後、小笠原様との接触はありません。
・小笠原　文人様～深夜勤務交代時に中途覚醒あり、以後不眠で経過。夜間自室の電気を点け、寝具を早々に剥がす迷惑行為あり、都度介入しています。日中は滅裂発言や奇異動作見られていますが、日課は声掛けで行う事出来ています。作業療法より戻る際、他者の独語に対し叫び返す易刺激性あり、帰棟後も中村　豊様と掴み合いになっています。距離をとって過ごす様説明し、以後接触なく落ち着いて過ごす事出来ています。
・角濱　義弘様～本日は6：05、13：30に予測指示薬（ジアゼパム）服用しています。作
業療法やリハプロにも参加出来ており、表情も穏やか。調子も良いと話
されています。
・佐々木　淳様～怒りながら勢い良く歩行車を押して歩き、他者にぶつかっている事が目立っています。スタッフからの注意にも不機嫌となり暴言を吐く事や、他者へ叫び返す等、易怒性見られています。薬の拒否はなし。周囲とのトラブルに注意していきましょう。
＜金Ｄｒ診察＞
・坂本　福子様～落ち着いてはいるが、作業療法で眠ってしまう事もあり、青山荘でプログラム中に眠ってしまうのではないか心配との事。主治医より、以前薬剤調整した時に躁転した事があったので、今回は継続処方で様子を見ると説明受け了解されている。臨時薬が同内容で７日分処方となる。
・角濱　義弘様～ジアゼパムが自分に合っている様なので１日３回服用したいとの事。主治医より、３回は多いので２回にする様説明を受けている。ジアゼパムの飲み方として本人様と話し合い、起床時（臨時薬で処方）と14：00前後（ＩＦオーダーで処方）の２回にする事としている。臨時薬は一部変更で７日分継続処方となる。
・井上　和美様～「脚がヒヤヒヤして冷蔵庫みたいだ。じっとり汗かいて…風呂は夜19時～20時位で入っている。他の人の真似してシャワー浴びてる。クロレラやめて良かった。青汁飲んでる。青汁の方がいい。でも、漢方薬（冷えに効く）も欲しい。何かいい漢方薬はないか？あったら出して欲しい。」と話している。主治医より、考えておきますとの説明を受けている。
・小笠原　文人様～何か言いながら診察室へ入室されている。「自分の事だけ考えていたら、気持ちが小さくなってしまった。毎日、そうめん食べたい。パンは１回でいい。４階で取っ組み合ったと言うのは嘘です。」等、聞き取れた範囲でもまとまりが無い。呂律不良で多弁、殆ど聞き取れず。
・十日市　利喜様～「調子は変わりない。耳が聴こえなくて２、３年前に耳鼻科に行った。おまじないかければ治る。」と話す。実際難聴の為、会話は聞き取りがやや困難。聞き取れない理由については妄想的に解釈している様子。
・高橋　康満様～主治医からの問い掛けに「変わりないです。」と話している。
・中野渡　鉄男様～流延ある事については「昔からだ。」と話している。特に変わりはなく、作業療法では計算をしている事を自ら主治医へ話している。
